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V332a 軟ガンマ線検出器環境試験データにおけるフラグ等を用いた動作検証
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2015年度打ち上げ予定の X線天文衛星 ASTRO-Hには、広エネルギー帯域観測を担うための軟ガンマ線検出
器 (SGD)が 2台搭載されている。SGDには、Si/CdTeで構成される多層半導体検出器コンプトンカメラ (CC)が
3台ずつ搭載されており、コンプトン運動学を利用して光子の到来方向を制限することで、徹底した低バックグ
ラウンドを目指している。SGDは衛星搭載品の作成が現在完了しており、低温試験や熱真空試験といった各種地
上動作検証、較正試験も全て完了し正常に動作していることが確認された。一方で、エネルギー較正情報や各層
でのイベントデータ処理など、SGD環境試験により得られたデータの健全性をより詳細に検証する必要がある。
そこで本研究では検証の一環として、これまで取得した CC単体での低温試験及び熱真空試験のデータから宇

宙線イベントの抽出を行い、殆どのイベントについて反同時係数フラグが付いていることを確認した。また、各
層でのエネルギーデポジットが宇宙線の通過する際に予想される値と矛盾のないことも確認し、SGD環境試験
で取得されたデータの健全性を確認することができた。この他、各種フラグを用いたバックグラウンド特性の調
査も進めている。本講演では以上について、6月末に行われるASTRO-H衛星搭載上での熱真空試験で得られる
データも含めて報告する。


